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特集特集

２回目　７月25日㈰

「親子でチャレンジおもしろ科学教室」
～くだものや野菜でメロディを鳴らそう～

１回目　７月４日㈰

「パパとおいしいパンを焼こう」

平
成
22
年
度「
関
係
づ
く
り
」を

育
む
子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー

パ
パ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
大
盛
況
！

参加者の声　～抜粋～

パパ…久しぶりに子どもと一緒に科学教室に参加させて

いただき、とても楽しく貴重な体験をする事ができまし

た。身近にある果物を使い電気の実験をし驚きと共に夏

休みの１日を子どもと共有し、より絆を深める事が出来

ました事を感謝します。

子ども…くだものをつかって電気のじっけんをしたこと

がたのしくてうれしかったです。ぼくは、りかが好きな

のでじっけんをいっぱいやって、たのしいことをいっぱ

い見つけて、おもしろいことをはっけんしたいです。

参加者の声　～抜粋～

パパ…クッキーを作った事があり参加しましたが、発酵

というところが大きく違い、また、粉をこねるところで

生地に差が出る事がわかりました。ふだん作れないパン

であり、親子で作るという大変良い講座に参加させてい

ただき有難うございました。

子ども…パンをこねるときは、すごくたいへんでしたが、

すごく楽しくて、すごくおもしろかったです。

平成22年５月１日、上里町女性センターは、男女共同
参画の進展に伴い社会情勢の変化と共に、名称を上里
町男女共同参画推進センターに変更いたしました。

ウィズ・ユーとは県立の「ウィズ・ユーさいたま」とパートナーシップを持つ意味であり「あなたとともに」という意味です。



上里町（在住・在勤）181名の男性にアンケート調査しました！

Q1年　齢 Q2職　業

Q4具体的にどんなことを
　　していますか？

Q5　3の質問で家事・育児をしていないと答えた方で
　　　していない理由はなんですか？

Q3あなたは家庭において、
　　家事・育児をしていますか？

Q6あなたは育児休業を取得
　　してみたいと思いますか？
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グ
ラ
フ
の
結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

　

グ
ラ
フ
の
結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

3030
歳
代
の
男
性
た
ち
は
、
積
極
的
に
家
事

歳
代
の
男
性
た
ち
は
、
積
極
的
に
家
事

に
参
画
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

に
参
画
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
１
９
８
５
年
日
本
政
府
が
女
子

こ
れ
は
、
１
９
８
５
年
日
本
政
府
が
女
子

差
別
撤
廃
条
約
批
准
に
あ
た
っ
て
、
高
校

差
別
撤
廃
条
約
批
准
に
あ
た
っ
て
、
高
校

教
育
に
家
庭
科
の
男
女
共
修
と
い
う
法
改

教
育
に
家
庭
科
の
男
女
共
修
と
い
う
法
改

正
を
行
っ
た
こ
と
が
、
家
事
の
で
き
る
男

正
を
行
っ
た
こ
と
が
、
家
事
の
で
き
る
男

性
が
多
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

性
が
多
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
校
で
学
ば
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
校
で
学
ば
な

か
っ
た
世
代
の
男
性
た
ち
も
、
性
別
に
よ

か
っ
た
世
代
の
男
性
た
ち
も
、
性
別
に
よ

る
固
定
的
役
割
分
担
意
識
（
男
は
外
で
仕

る
固
定
的
役
割
分
担
意
識
（
男
は
外
で
仕

事
、
女
は
家
庭
を
守
る
）
を
変
え
、
こ
れ

事
、
女
は
家
庭
を
守
る
）
を
変
え
、
こ
れ

か
ら
は
、
家
事
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

か
ら
は
、
家
事
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
積
極
的
に
参
画
す
る
必
要
が
あ
り

く
り
に
積
極
的
に
参
画
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
平
成

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
平
成
2222
年
度
上

年
度
上

里
町
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

里
町
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

男
性
の
家
庭
参
画
セ
ミ
ナ
ー
男
性
応
援
塾

男
性
の
家
庭
参
画
セ
ミ
ナ
ー
男
性
応
援
塾

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
講
座

を
活
用
し
積
極
的
に
家
事
を
楽
し
ん
で
み

を
活
用
し
積
極
的
に
家
事
を
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

イクメン急増中！

育てる男（イクメン）が、家族を　変える！パパも育児を楽しもう！変える！パパも育児を楽しもう！
　

２
０
１
０
年
４
月
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で
宇
宙
に
飛
び
立
っ
た
山
崎
直
子
さ
ん
、
そ
の
妻
を
支
え
る
た
め｢

主
夫｣

に
な
っ
た
山
崎
大
地
さ
ん
。
夫
婦
が
お
互
い
の
夢
を
尊
重
し
つ
つ
、
育
児
や
介
護
に
取
組
む
姿
は
、
多
く
の
家
庭
が
共

感
を
得
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
そ
し
て
、
今
、
イ
ク
メ
ン
（
育
児
す
る
男
性
）、
カ
ジ
メ
ン
（
家
事
す
る
男
性
）

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
父
親
が
育
児
を
楽
し
む
こ
と
で
、母
親
も
子
ど
も
も
笑
顔
に
な
り
、社
会
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
上
里
町
に
在
住
・
在
勤
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
上
里
町
の
現
状
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

アンケートにご協力いただき
ありがとうございました。

みなさん手際よくおいしい料理ができました！

男性の家庭参画セミナー男性応援塾(全４回)
「料理教室～体にやさしいヘルシー料理」
９月７日㈫　講師　斉藤　公代氏
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特集特集
　

厚
生
労
働
省
で
は
、
育
児
・
介
護
休

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
育
児
・
介
護
休

業
法
が
改
正
さ
れ
、「
パ
パ
・
マ
マ
育
休

業
法
が
改
正
さ
れ
、「
パ
パ
・
マ
マ
育
休

プ
ラ
ス
」
を
は
じ
め
と
す
る
新
制
度
が

プ
ラ
ス
」
を
は
じ
め
と
す
る
新
制
度
が

２
０
１
０
年
６
月

２
０
１
０
年
６
月
3030
日
に
施
行
、
こ
の

日
に
施
行
、
こ
の

よ
う
な
制
度
見
直
し
と
合
わ
せ
、
社
会

よ
う
な
制
度
見
直
し
と
合
わ
せ
、
社
会

全
体
で
、
男
性
が
も
っ
と
積
極
的
に
育

全
体
で
、
男
性
が
も
っ
と
積
極
的
に
育

児
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
巻

児
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
巻

き
起
こ
す
べ
く
、
２
０
１
０
年
６
月
「
イ

き
起
こ
す
べ
く
、
２
０
１
０
年
６
月
「
イ

ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
し
ま

ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
し
ま

し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｎ
Ｐ

し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
代
表
や
大
学
教
授
ら
男
女
７
人

Ｏ
法
人
代
表
や
大
学
教
授
ら
男
女
７
人

で
構
成
さ
れ
る
推
進
チ
ー
ム
を
設
置
、

で
構
成
さ
れ
る
推
進
チ
ー
ム
を
設
置
、

企
業
の
子
育
て
支
援
の
取
組
を
紹
介
し

企
業
の
子
育
て
支
援
の
取
組
を
紹
介
し

た
り
、
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
「
イ

た
り
、
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
「
イ

ク
メ
ン
宣
言
」
を
す
る
男
性
を
募
り
、

ク
メ
ン
宣
言
」
を
す
る
男
性
を
募
り
、

毎
月
１
人
「
イ
ク
メ
ン
の
星
」
を
選
ん

毎
月
１
人
「
イ
ク
メ
ン
の
星
」
を
選
ん

で
い
ま
す
。
９
月

で
い
ま
す
。
９
月
1313
日
ま
で
に
「
イ
ク

日
ま
で
に
「
イ
ク

メ
ン
宣
言
」
を
し
た
男
性
は

メ
ン
宣
言
」
を
し
た
男
性
は

６
０
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

６
０
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

・勤労者世帯の過半数が共働き世帯となっ
ているなかで、女性だけでなく男性も子
育てができ、親子で過ごす時間を持つこ
との環境づくりが求められている。
・男性の約３割が育児休業を取りたいと考
えているが実際の取得率は1.56％。男性
が子育てや家事に費やす時間も先進国中
最低水準。
・男性が子育てや家事に関わっておらず、
その結果女性に子育てや家事の負担がか
かりすぎていることが女性の継続就業を
困難にし、少子化の原因にもなっている。

父母ともに育児休業を取得する場合の休業
可能期間を１歳から１歳２か月まで延長
（パパ・ママ育休プラス）
○例えば、母親が１年間取り、続いて父親
が２か月間取ることができる。

出産後８週間以内の父親の育児休業取得の
促進
○例えば、父親の１回目の育休が出産後８
週間の産後休暇中だった場合には、特別
な理由がなくても２回目を取ることがで
きる。

労使協定による専業主婦（夫）除外規定の廃止

　

厚
生
労
働
省
「
第
６
回
21
世
紀
成
年

者
縦
断
調
査
」
に
よ
る
と
、
夫
が
平
日

家
事
・
育
児
に
参
画
し
て
い
る
家
庭
で

は
、
妻
が
出
産
後
も
同
じ
仕
事
を
続
け

て
い
る
割
合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。ま
た
、

夫
の
休
日
の
家
事
・
育
児
時
間
が

長
く
な
る
ほ
ど
、
第
２
子
以
降
が

生
ま
れ
る
割
合
も
高
く
な
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
男
性
の
育
休
取

得
を
は
じ
め
、
家
庭
参
画
を
進
め

る
こ
と
は
、
職
場
で
の
女
性
の
力

を
引
き
出
し
、
男
性
・
女
性
双
方

に
と
っ
て
、
多
様
な
生
き
方
を
選

択
で
き
ま
す
。
少
子
化
対
策
の
効
果
も

大
き
く
、
結
果
的
に
社
会
の
活
力
ア
ッ

プ
と
な
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」開
始

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

男
性
の
家
庭
参
画
に
よ
る
効
果

★
大
好
評
に
つ
き
３
回
目
を
10
月
３
日
に
開
催
し
ま
す
。

は
じ
め
て
の
企
画
で
大
好
評
だ
っ
た

パ
パ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
！

ま
た
参
加
し
た
い
！

と
い
う
声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
も
企
画
を
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「関係づくり」を育む子育て支援セミナー「関係づくり」を育む子育て支援セミナー
パパとチャレンジ講座　全２回パパとチャレンジ講座　全２回

イクメン急増中！イクメン急増中！

育てる男（イクメン）が、家族を　変える！パパも育児を楽しもう！育てる男（イクメン）が、家族を　

現　状現　状改正内容改正内容

１回目１回目
「パパとおいしいパンを焼こう」「パパとおいしいパンを焼こう」

２回目２回目
「親子でチャレンジおもしろ科学教室」「親子でチャレンジおもしろ科学教室」

パン生地をこねるパン生地をこねる
講師の萩原　泉さん講師の萩原　泉さん

実験の説明をする実験の説明をする
講師の高橋　良一さん講師の高橋　良一さん
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上里町男女共同参画推進センター
事業活動推進委員会・上里町女性
会議交流管外研修

　

７
月
15
日
㈭
、
上
里
町
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
事
業
活
動
推
進
委
員
会
と
上
里
町
女
性
会
議
と
の

交
流
管
外
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
団
体
は
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
た
共
通
の
理
念
の
も
と
に
、

上
里
町
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
各

種
活
動
を
展
開
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

両
団
体
と
の
交
流
を
深
め
る
２
回
目
の
研
修
と
な
り
事

業
進
展
に
寄
与
す
る
と
の
思
い
か
ら
38
名
の
参
加
者
で

長
野
の
植
物
園
、
群
馬
の
富
岡
製
糸
場
を
見
学
し
ま
し

た
。
植
物
園
で
は
、
１
６
０
０
種
余
の
植
物
が
保
全
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
植
物
を
絶
滅
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
地
球
環
境
を
良
く
し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
富
岡
製
糸
場
は
明
治
維
新
に
世
界

先
端
技
術
を
導
入
し
、
輸
出
品
の
要
で
あ
っ
た
生
糸
の

品
質
改
良
と
大
量
生
産
を
可
能
に
し
た
日
本
の
近
代
工

業
の
幕
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
人
々
の
協
力
と

熱
意
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
上
里
町
で
は
明
る
い
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
世
界
に
誇
れ
る
も
の

を
目
指
せ
な
い
か
、
住
民
の
英
知
を
結
集
し
て
…
と
思

い
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

記
…
編
集
委
員

男女共同参画…国の動き　＊第３次男女共同参画基本計画策定に向けて

男女共同参画社会の実現

富岡製糸場にて記念撮影

平成22年中に
第３次男女共同参画
基本計画を閣議決定

平成12年12月12日　第１次男女共同参画基本計画（閣議決定）
　　17年12月27日　第２次男女共同参画基本計画（閣議決定）
　　21年３月26日　内閣総理大臣から諮問
　　22年４月15日　第３次男女共同参画基本計画策定に向けて（中間整理）公表
　　22年７月23日　男女共同参画会議（内閣総理大臣に答申）

男女共同参画社会基
本法に基づき政府が
策定する基本計画

経緯

➡
第１部　基本的考え方 第２部　重点分野 ★新設分野
男女共同参画社会基本法施行後

10年間の反省

⬇
固定的性別役割分担意識が未だ根
強い

あらゆる立場の人々にとって男女
共同参画の認識が広まらず、意識
改革や制度改革が不十分

制度の整備が ｢M字カーブ問題｣
の解消や長時間労働の抑制などに
つながっていない

生活上の困難に直面する人
々の増加

※ ｢M字カーブ｣ …日本の女性労
働力人口比率を年齢階級別にグラ
フ化したとき30歳代を谷とし、
20歳代後半と40歳代後半が山に
なるアルファベットのMのような
形になる。M字を描く原因は出
産・子育て期に離職する女性が多
いことにある。なお、国際的にみ
ると台形型に近くなっている国が
多い。

第１分野
政策・方針決定過程への女性の参
画の拡大

第２分野
男女共同参画の視点に立った社会
制度・慣行の見直し、意識の改革

★第３分野
男性、子どもにとっての男女共同
参画

第４分野
雇用等の分野における男女の均等
な機会と待遇の確保

第５分野
男女の仕事と生活の調和

第６分野
活力ある農山漁村の実現に向けた
男女共同参画の推進

★第７分野
貧困など生活上の困難に直面する
男女への支援

★第８分野　高齢者、障害者、外国人等が安心して暮らせる環境の整備

第９分野
女性に対するあらゆる暴力の根絶

第10分野
生涯を通じた女性の健康支援

第11分野
男女共同参画を推進し多様な選択
を可能にする教育・学習の充実

★第12分野
科学技術・学術分野における男女
共同参画

第13分野
メディアにおける男女共同参画の
推進

★第14分野
地域・防災・環境その他の分野に
おける男女共同参画の推進

第15分野
国際規模の尊重と国際社会の ｢平
等・開発・平和」への貢献
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　№18号から引き続き、上里町男女共同参画推進センター（ウィズ・ユー上里）開設以来、男女共同参画社会の実現に向けて日々ご
活躍されています上里町女性団体連絡協議会に加入している団体の代表者にお話を伺いました。

男女共同参画社会の実現を目指して！リレー随想

サ ラ 神 保 原
ボランティア連絡会

ＰＴＡ連合会
家庭教育委員会

会長　矢澤　征子

委員長　久保千津子

　

神
保
原
婦
人
会
の
歴
史
を
た
ど
っ
た
時
、
情

報
紙
で
初
代
神
保
原
婦
人
会
の
会
長
が
阿
佐
美

カ
ツ
さ
ん
と
知
り
、
戦
後
の
混
乱
の
中
、
女
性

の
地
位
も
低
い
時
代
に
何
と
た
く
ま
し
い
行
動

力
、そ
れ
に
は
ど
ん
な
に
か
苦
労
し
、大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
婦
人
議
員
第
一
号
で

活
躍
し
、
県
婦
連
の
会
長
に
も
な
り
、
多
大
な

功
績
を
残
さ
れ
、
改
め
て
婦
人
会
の
組
織
の
重

さ
を
感
じ
、
今
が
あ
る
事
に
深
く
感
謝
し
そ
の

足
あ
と
を
消
す
こ
と
な
く
、
会
員
と
共
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
婦
人
会
（
サ
ラ[S

aitam
a L
ad
ies 

A
sso
cia
tio
n

の
略]

）
は
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
小
学
校
の
車
椅
子
の
乗
り
方
の
指
導
を
し

た
り
、
じ
ゃ
じ
ゃ
〜
ん
合
宿
で
食
事
の
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
権
教
育
研
究
集
会

や
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
等
い
ろ
い
ろ
参
加

さ
せ
て
頂
き
、
平
成
21
年
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
内
容
が
認
め
ら
れ
埼
玉
県
シ
ラ
コ
バ
ト
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会
は
男

女
平
等
で
あ
り
、
お
互
い
に
尊
重
し
助
け
合
い

生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
、
ま
だ
ま
だ
勉
強

不
足
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
差
別
の
な
い
、

安
心
し
て
明
る
く
住
み
よ
い
上
里
町
で
あ
る
よ

う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
と
し
て
、
各
種
研
修
会
や
講

演
会
、
資
源
回
収
、
給
食
試
食
会
、
運
動
会
、

体
育
祭
、
あ
い
さ
つ
運
動
の
参
加
、
見
守
り
隊
、

理
事
会
、
総
会
と
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
を
持
っ
て
い
る
為
、

両
立
さ
せ
る
大
変
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

　

思
い
返
す
と
こ
の
よ
う
な
教
育
活
動
の
参
加

者
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
近
頃
イ
ク
メ
ン

が
流
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
育
児
に
関
し
て
は

男
性
の
参
加
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
大
変
良

い
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
関
し

て
は
、
ま
だ
ま
だ
男
性
参
加
が
少
な
い
こ
と
を

感
じ
て
い
ま
す
。
教
育
に
関
し
て
は
女
性
の
役

割
と
い
う
風
潮
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思

え
る
の
で
す
。
こ
れ
を
機
に
男
性
の
積
極
的
な

参
加
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
会
社
な
ど
の
協
力
や

勤
務
時
間
等
が
合
わ
ず
、
や
り
た
く
て
も
や
れ

な
い
現
実
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

社
会
全
体
の
理
解
、
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
き
っ

と
よ
り
よ
い
男
女
共
同
参
画
社
会
に
な
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

９
月
７
日
㈫
埼
玉
県
寄
居
町

役
場
に
お
い
て
第
３
回
埼
玉
県

市
町
村
男
女
共
同
参
画
担
当
職

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
埼
玉
県
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
瀬
山
紀

子
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

「
男
女
共
同
参
画
推
進
の
あ
ら
た

な
動
向
」
と
題
し
て
の
講
義
が

あ
り
、
次
に
上
里
町
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
事

例
発
表
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
所

長
、
同
セ
ン
タ
ー
事
業
活
動
推

進
委
員
会
男
女
共
同
参
画
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
小
暮
廣
明
、
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
副
会
長
久
保
千

津
子
の
３
氏
が
日
頃
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

聴
講
参
加
者
は
70
名
ほ
ど
で
、
ほ

と
ん
ど
は
市
町
村
の
男
女
共
同

参
画
担
当
職
員
で
し
た
が
、
他

に
主
催
地
の
関
係
団
体
と
当
セ

ン
タ
ー
か
ら
も
15
名
参
加
し
ま

し
た
。
午
後
は
参
加
者
全
員
が

６
名
１
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、「
地

域
で
の
男
女
共
同
参
画
に
か
か

わ
る
課
題
に
つ
い
て
」
の
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
行
い
、
問
題

の
提
起
と
課
題
解
決
に
向
け
て

の
方
策
な
ど
を
取
り
ま
と
め
て

発
表
す
る
と
い
っ
た
、
短
時
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
大
変
有
意

義
な
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

記
…
編
集
委
員

　

８
月
５
日
㈭
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
メ
ン
コ
、
コ
マ
、
お
手

玉
、
あ
や
取
り
、
将
棋
等
で

｢

昔
あ
そ
び｣

を
楽
し
み
ま
し
た
。

昨
年
は
コ
マ
に
紐
を
巻
く
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち

も
、
今
年
は
上
手
に
コ
マ
を
ま

わ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
進
歩

に
驚
か
さ
れ
、
ま
た
、
礼
儀
正

し
い
言
動
に
、
爽
や
か
さ
を
感

じ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

記
…
編
集
委
員

第３回　埼玉県市町村男女共同参画担当職員研修会における事例発表　９月７日㈫

講師となり事例発表する３氏、右から久保
千津子さん、小暮廣明さん、センター所長

事業活動推進委員会のみなさんが七本木児童館
の子どもたちと昔あそびでふれあいました。



にインタビューしま
した

センターでインタビュー
に答える金井順子さん平成22年上里町カレンダーの表紙

埼玉県芸術展22年度入選作品
「しあわせバンザイ」

　
「
平
成
22
年
上
里
町
カ
レ
ン

ダ
ー
」
の
表
紙
を
花
の
写
真
で

飾
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
金
井

順
子
さ
ん
は
、
埼
玉
県
芸
術
展

写
真
の
部
に
３
年
連
続
で
入
選

さ
れ
ま
し
た
。

　

子
育
て
が
終
わ
っ
た
20
年
程

前
か
ら
、
夫
婦
で
山
歩
き
を
始

め
、
月
２
回
程
度
山
へ
行
き
、

順
子
さ
ん
は
風
景
や
高
山
植
物

の
美
し
さ
を
観
賞
し
老
後
の
楽

し
み
に
と
写
真
撮
影
を
し
て
い

ま
し
た
。
あ
る
と
き
「
も
う
少

し
深
み
の
あ
る
写
真
は
撮
れ
な

い
だ
ろ
う
か
！
」
と
考
え
上
里

町
写
真
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
先

輩
方
の
指
導
・
批
評
が
技
術
の

向
上
に
繋
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　

自
然
の
中
で
の
写
真
撮
影
に

は
朝
の
光
、
夕
方
の
光
、
雲
の

動
き
等
多
数
の
要
素
を
充
分
に

配
慮
し
、
そ
の
時
を
待
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
の
出
前

の
暗
い
う
ち
に
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

を
頼
り
に
歩
き
出
し
、
日
没
を

見
て
下
山
す
る
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　

夫
の
敏
昭
さ
ん
は
、
順
子
さ

ん
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を

待
つ
間
は
、
ご
自
分
の
趣
味
で

あ
る
絵
の
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
楽

し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
順
子

さ
ん
は
「
還
暦
を
過
ぎ
て
夫
婦

で
協
力
し
あ
い
共
同
生
活
を
し
、

お
互
い
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
順
子
さ

ん
が
輝
い
て
い
る
の
も
敏
昭
さ

ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
と
い

う
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
夫
婦
で
協
力
し
あ
う
、
こ

れ
こ
そ
が
男
女
共
同
参
画
の
第

一
歩
だ
と
思
い
ま
し
た
。

記
…
編
集
委
員

●相談無料● ●相談事業のご案内● ●秘密厳守●

相談窓口 相談時間等 問合せ先・電話番号

上里町女性

のための

総合相談

（要予約）

【女性相談員による悩み事相談】

毎月第１～第４水曜日

13：00～16：00

【女性弁護士による法律相談】

平成22年度・計４回4/21、

7/21、11/17、2/16

上里町男女共同参画

推進センター

（ウィズ・ユー上里）

☎0495-35-1357

埼玉県配偶者暴力

相談支援センター

月～土９：30～20：30

日・祝９：30～17：00

（12/29～1/3は除く）

埼玉県配偶者暴力

相談支援センター

☎048-863-6060

WithYou

さいたま相談室

月～土10：00～20：30

年末年始祝日第３木曜日を除く

埼玉県男女共同参画

推進センター

☎048-600-3800

埼玉県北部地域

振興センター

（熊谷市）

法律相談（要予約）

毎月第１・第３・第４水曜日

13：00～16：00

年末年始祝日を除く

埼玉県北部地域振興

センター（熊谷市）

☎048-522-6506

11月19日㈮　13:30～15:00
女性に対する暴力をなくす運動期間
「配偶者からの暴力の根絶をめざして」
第１部　啓発ビデオ上映とお話
講師　埼玉県婦人相談センターDV相談室副所長
　　　西野栄子氏

第２部　「合唱団かみさとミニコンサート」
出演　合唱団かみさとのみなさん
定員　100名・無料

平成22年度　内閣府男女共同参画局　地域における男女共
同参画促進を支援するためのアドバイザー派遣事業

11月26日㈮　9:30～11:00
「健康美人講座～これからの

人生を楽しむために～」
講師　医療法人　うぶごえ会ティアラ21女性クリニック
　　　思春期オープンハウス理事長・院長
　　　中山政美氏
定員　100名・無料

平成22年度　内閣府男女共同参画局　地域における男女共
同参画促進を支援するためのアドバイザー派遣事業

12月10日㈮　13:30～15:00
「コミュニケーションから学ぶ男女共同参画」
講師　荒岡真由美氏　定員　50名
教材費　500円〈顔の写る手鏡持参）

各講座とも場所は男女共同参画推進センター
詳しくは広報かみさとをご覧ください

これからの

11月19日㈮ 13 30 15 00

講演会・
セミナーのご案内

しましい町輩向
町で見つけた輝く女性町で見つけた輝く女性

編集：上里町男女共同参画推進センター事業活動推進委員会・上里町男女共同参画推進センター（ウィズ・ユー上里）
発行：上里町男女共同参画推進センター（ウィズ・ユー上里）〒369-0306　埼玉県児玉郡上里町大字七本木393
TEL0495-35-1357　　FAX0495-34-2523　　URL　http://www.town.kamisato.saitama.jp/

　　　　　　　ウィズ・ユー編集の使命にあたって！
　今年の夏は例年にない酷暑でした。地球温暖化防止・Co2削減、まずは家庭から私たち一人ひとり
が身近にある削減のチャンスを、一つひとつ積み重ねて次の世代に引き継いで行きましょう。支援
グループは、センターの名称変更を契機にセンターが実施する事業について、アイデアや発想を積
極的に提供するとともに、企画・実施に協力する活動をめざして、「活動推進委員会」となりました。
ウィズ・ユー編集部ではひとりでも多くの方に読んでいただき、男女共同参画社会の発展に繋がる
ことを願いながら紙面づくりに励んでいます。ご意見、ご要望等ございましたらお寄せください。

編集後記




